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序に代えて

当クラブのロータリー情報委員長竹中秀夫会員の発案によりまして、最

初に、ロータリー３分間情報を「純ちゃんのコーナー」と名付けて発足し

たのは、今から３年前の７月のことでございました。そして、早くも今年

で３年の歳月を閲することになりました。その間、浅学非才をも顧みず、

クラブの皆様の温かい御理解と友情にとり何とか雑駁な知識をもって説き

続けて参りましたが、顧みて、誠に冊泥たる思いでございます。

一昨年度は、当初、体系的に「ロータリー日本史」を話そうと思って説

き始めたのでありますが、元来、歴史的な事実を僅か３分間ずつの話を

持って体系的に叙述して行くということは本来不可能であることに気づき

ました。

そこで、結局は元の木阿弥、初年度と同じく全くの行き当たりばったり、

思いつくままに話す格好になってしまったのでございます。そして、昨年

度もその方法を踏襲致しました。

ただ、昨年度は、年間21回しか話すことが出来ませんでしたので、全体

としての内容が大変乏しくなりました。

そこで、今年３月６日にポートピアホテルで開催された当地区の「地区

チーム研修セミナー」で私が話した『クラブ奉仕』～クラブ自治権の確立

～という・文を巻末に付け加えていただきました。誠に拙いものでござい

ますが、併せて御高覧賜りますれば幸甚に存じます。

終りに、私の拙い話を一年間辛抱して聞いてくださったクラブの皆様の

寛容と友情に心から感謝致しますと共に、この小文集の発刊に御尽力頂い

た竹中情報委員長はじめ事務局の方々に心からなる感謝を捧げ、ペンを欄

きます。

2004年７月 深川純



1．幸せを祈る

約１０年ほど前にＲＹＬＡセミナーで、当時、

岡山ノートルダム聖心女子大学の学長をして

おられた渡辺和子先生に聞いた話を紹介して

おきます。

先生は、２９歳にしてカソリックの信仰の道

に入られ、修道女としてアメリカのボストン

に渡られたのでありますが、夏の暑い或る

日、食堂で約150人位の夕食のために、お皿と

ナイフとフォークをテーブルにセットする仕

事をしておられたのであります。

その時、先輩のシスターが先生に、『シス

ター炉貴方は、今、何を考えていますか」と

尋ねました。先生が、「何も考えていません」

とお答えになりますと、その先薙のシスター

は厳しい顔になって、『貴方は、時間を無駄に

しています』と言われました。

先生は、その意味を理解しかねて怪誹な顔

をすると、その先輩は、「お皿とナイフと

フォークを並べるのであれば、やがてその席

にお座りになる人のために、何故、心の中で

「お幸せに｣と祈りながら並べないのですか。

何も考えないで、ただ漫然とお皿とナイフと

フォークを並べるのは、時間を無駄にしてい

ます」と諭されたそうであります。

渡辺先生は、「私は、今まで如何に効率的に

仕事をするか、と言うことを教えられてきま

したが、時間に愛を込める、仕事に愛を込め

ると言うことは、初めて教わりました。お

皿は、同じ早さで、同じ姿に並びます。しか

し、目に見えない大切なものが込められる

か、込められないかによってＴ世の中は大き

２

〈変わるということ、それは、一・つには、私

がお幸せにと祈って置いたお皿で召し上がっ

た方は、必ずお幸せになるという信仰であり

ます。

ただ、それよりも私にとって大切なこと

は、私が救われたということ、つまり、私に

とって、つまらない仕事はなくなったという

こと、お皿並べというつまらない仕事、雑用

だと思っていた仕事が実はそうではない。雑

用は、私が仕事を雑にした時に雑川になると

いうことを教えられました。だから、救われ

たのは私です。

つまらないと思ってお皿を置く、お幸せに

と祈ってお皿を置く。外から見た限りは全く

同じに見えます。かかった時間も変わらな

い。しかし、仕事の唖:は同じでも、イ|:無の質

が変わっている、ということは、その人自身

が変わったということであります」と述懐し

ておられました。

お皿を並べるという行為に愛を込めるよう

に仕事に愛を込める。私達職業人の全ての行

動に愛を込めると言うことは、言い換えれ

ば、職業を倫理的に営むべし、倫理的な商売

を営むべし、ということであります。職業奉

仕は、心の問題を重視する優れて糖神的な奉

仕であります。したがって、渡辺先生の言葉

は、職業奉仕の基本的な考え方を示している

のであります。仕事に愛を込める、時間に愛

を込める、そのことなくして職業奉仕の実践

はあり得ないと言っても過言ではないのであ

ります。



２．国際ロータリーのテーマ

現在、国際ロータリーのテーマと呼ばれて

いるものは、国際ロータリーの理事会が作っ

たものでもなく、また、国際ロータリーの事

務局が作ったものでもありません。それは、

国際ロータリーの会長の個人的発想によって

作られたものであり、個人的な所信の表明に

過ぎません。したがって、古くは、国際ロー

タリー会長のターケットと呼ばれていまし

た。それが何時の頃からか、国際ロータリー

のテーマと呼ばれるようになったのでありま

す。

元来、ロータリーには、綱領がありますか

ら、このようなターケットとかテーマなどは

要らないのでありますが、1949-50年度の国

際ロータリー会長パーシー・ホジソンが会長

就任に際して、初めてターケットを出してか

ら、これが慣例化し、後にこれが国際ロータ

リーのテーマと呼ばれるようになったのであ

ります。但し、中には、ターケットを出さな

かった会長も数名はいました。

しかし、何れに致しましても、ターケット

やテーマは、国際ロータリー会長の個人的所

信の表明でありますから、年度によってその

態様は様々、正に玉石混楕であります。ロー

タリーの心を説いたものもあれば、大上段に

振りかぶって世界社会奉仕や国際奉仕を説い

たものもあり、人によって好き嫌いがあろう

かと思います。

私の好きなターケットは、1960-61年度の

国際ロータリー会長エド・マクローリン

（J･EddMcLaughlin)の，，ＹｏｕａｒｅROTARY'，

３

であります。即ち、

”ＹｏｕａｒｅROTARY”貴方がロータリーです

よ。ロータリーというのは、国際ロータリー

のことでも、ロータリークラブのことでもな

い。あなた方一人ひとりのロータリアンの心

の中に宿るもの、それがロータリーなのです

よ、と呼びかけているのであります。これ

は優れてアメリカ的な発想であります。アメ

リカ法的なものの考え方によれば、国家と

は、国民一人ひとりの心の中に宿るものだと

考えるのであります。即ち、

英米法の考え方では、国家とは国民の総体

であると考えます。しかし、国民が一億人集

まっても、それだけでは烏合の衆に過ぎませ

ん。この人間集団を国家という統一体にする

ためには、主権や統治権その他のプラスアル

ファーがなければなりません。

では、このプラスアルファーは、何処にあ

るのかというと、一億の国民の一人ひとりの

心の中に宿る、即ち、国民に分属する、と考

えます。このように英米法は、国家とは一人

ひとりの国民のことだという立場をとるので

あります。したがって、一人ひとりの国民が

理‘性の命ずるところに従って自分の徳性を磨

く、その徳性の総和は、必ず国の政治に反映

し、国家の徳性も上がって行く。ロータリー

もこれと同じであって、一人ひとりのロータ

リアンが自分の心を磨くことによって、職業

社会、地域社会、国際社会の徳性が磨かれ、

社会全体が明るくなるとマクローリン会長は

説くのであります。



３．マッチの火

今から25年前、当地区の第一回ＲＹＬＡセミ

ナーが小豆島の余島で開催された時の話であ

ります。三日目の夜、フォーラムのあと、

『AroundtheComer』という映画が上映され

ました。世界中の国々をテーマとした素晴ら

しいものでありましたが、映画が終わったそ

の直後、時のガバナー執行孝胤先生が「皆さ

ん、火を消して真っ暗にしましょう」と言っ

て真っ暗なホールの中央に立たれました。そ

して、自ら一本のマッチを擦って灯されまし

た。執行ガバナーの顔だけが明るく照らし出

されました。

「今、このマッチの火は、私の顔しか照らし

ていません。皆さん、皆でマッチを擦って灯

してください。もっと明るくなるでしょう」

皆が一斉にマッチを擦りました。皆の顔が

明るく照らし出され、ホール全体が明るくな

りました。そこで、執行先生は、皆に向かっ

て言われました。

「一本のマッチの火は、それぞれ小さいけれ

ども、それが沢山集まれば皆が明るくなりま

す。これが私達の仕事なのです。私達が灯す

のは、大きな松明でも何でもない。本当に小

さなマッチのような火であるかも知れません

が、そのことによって私達は、この世の中を

明るくして行こうとしているのです」と説か

れました。これは、ロータリーというものの

核心をついた言葉であります。

私は、執行ガバナーに、よくI'出嵯にあのよ

うな機転がききましたね、と言いますと、執

行ガバナーは、「映画のあとの暗がりに、昔、

４

映画で見たダニー･ケイの演出を思い出して、

ﾛ出嵯にそれにならったまでだよ」と言ってお

られましたが、それにしても、映画のあとの

感動が未だ醒めやらぬうちに、１１出嵯の機転で

このような行動に出て、ロータリーの心を説

かれた執行ガバナーを素晴らしいと思いまし

た。私は、ロータリーが身に付くというのは

こういうことなのかと強い感銘を受けたもの

であります。

この執行ガバナーのマッチの火で思い州し

たＲＩ会長のターケットがあります。インド

のカルカッタロータリークラブから出ました

1962-63年度のＲＩ会長NiIishCLaharryニ

テイッシュ・ラハリーの提唱であります。即

ち、

『世界中の何処かの片隅に、・人でもｲ《幸な

人が居る限り、我々ロータリアンは永久に幸

せになることが出来ない。心の''１に火を燃や

そう１Kindlethesparkwithin!』というので

あります。ラハリー会艮は、心の''１に火を燃

やそう、と一人ひとりのロータリアンに呼び

かけています。その火は、勿論、皆を､|*せに

する愛の火であります。これはカルカッタと

いう極貧の世界から全11t界のロータリアンに

対して高々と打ち上げられた理念の提１１ﾊであ

りました。一人ひとりの燃やす愛の火は、

マッチの火のように小さなものかも知れない

が、全世界の一人ひとりのロータリアンが心

の中に愛の火を燃やせば、世界中の人達が幸

せになり、この世の中が明るくなると説いて

いるのであります。



４．募金箱

先ず、第５回ＲＹＬＡセミナーでのキャンプ

ファイヤーの寸劇の一駒を紹介します。

キャンプファイヤーが燃えているそばで、

『恵まれない人達に募金をお願いします』と

言って若い男女が募金箱を持って立っていま

す。

そこへ先ず酔っぱらいが現れました。彼

は、色々とからかいながらも、結局は募金箱

になにがしかの金を入れて立ち去ります。

次に、「暴力団」と背中に書いた男が来まし

た。「お願いします』と言われて、『うるさい

な！』と言いましたが、ちょっと考えてから、

募金箱に金を入れて立ち去ります。次に、

若い恋人達が通りかかりました。二人は何も

言わずに、募金箱に幾ばくかの金を入れて立

ち去りました。

その次に、「ロータリアン」と背中に書いた

男が通りかかりました。彼は、色々と励まし

の言葉をかけたり、褒めたりしましたが、結

局、一銭も入れずに立ち去りました、

そのあとで、そばで鱒っていた乞食が立ち

上がり、Ⅲlの中に施しを受けたわずかな硬貨

の中から、一枚の銅貨を取り出して募金箱に

入れて、黙って立ち去りました。

皆さんは、このショッキングな寸劇をどの

ようにお考えになるでしょうか。

実はこの寸劇は、西宮の冒険学校（outdoor

educationalcenter)から受講生として参加され

た道下敏美さんという２１歳の可愛いお嬢ちゃ

んの発案でありました。

５

この寸劇は、ＲＹＬＡに参加している私達

ロータリアンの目の前で演じられたのであり

ます。まさに若者達が、私達ロータリアンを

どのような目で見ているか、を如実に物語っ

ていると思うのであります。ロータリアン

は、常日頃、世のため人のための奉仕を説い

て、口では椅麗なことを言っているが、奉仕

の実践ということになると、意外に財布のひ

もが硬い、ということを若い受講生達は見抜

いているのであります。私達は、謙虚に反省

しなければならないと思うのであります。

1923年のセントルイスの国際大会の決議第

23-34号の第４項は、ロータリーの奉仕とは

何かについて規定しています。即ち、ロータ

リーの奉仕とは、単なる心の状態を言うので

はなく、その心が行動として客観化された状

態を言うと規定しています。

これは何を意味するかと言うと、精神と実

践との調和、即ち、実践できないことは口に

するな、と言うことであり、これを提案した

のは、1914年のロータリークラブ国際連合会

の会長フランク・マルホランドFrank

L､Mullholandでありました。「ロータリーの

理論は正しい。しかし、その最大の欠点は二

重人格者を作ってしまうことである。した

がって､、ロータリーは、必ずしも金を出せと

言っているわけではない。しかし、出さなけ

ればならないものについては、財布の紐を緩

やかにしなければ、口先だけのことになって

しまう』と彼は説くのであります。



５．リンゴの並木道

昔、私の俳句の恩師高野素十先生がドイツ

のハイデルベルグに留学しておられた時の話

でありますが、先生がドイツ人の友人と郊外

を歩いておられました。その道は、縞麗な道

でありましたが、両側が１メートル幅くらい

に少し高くなっており、そこに林檎の木が並

木のように５，６メートルおきに植えてありま

した。先生が友人のドイツ人に、これは誰の

所有かと訊ねられたところ、町のものである

と答えました。

「この林檎を盗む者はいないのか」

「ドイツ人でこういうものを溢むものはいな

い」

「もし、この林檎が道の上に落ちても拾わな

いか」

「落ちた林檎を朝早く通る人が見つけると、

それを拾って林檎の木の下に置いていく」

と言うのであります。確かに、或る木の下

には二つ三つ真っ赤な林檎が置かれていたの

で、ドイツ人の言うことが正しいことが判っ

たそうであります。

当時の日本は、敗戦直後で世相がひどく乱

れている時でありましたが、ドイツも同じく

敗戦後の混乱期にあったのであります。

私は、このような林檎の並木道が、奇蹟の

ように、また、夢のように、今の日本にあっ

たら、どんなに美しいことであろうかと思う

のであります。

この話は誠に素朴ではありますが、ドイツ

人には、自分達の地域社会（community)は、

６

自分達で守り育てようと言う意識（倫理）が

あることを示しています。

元来、communityというのは、

communicationのある社会のことであります。

したがって、人々 の間にcommunicationがなく

なれば、それは競早communiIyとは言えない

のであります。人間の集団ではあっても、そ

れは烏合の衆でありまして、communityとし

ての実体がないのであります。その様な社会

では、充実した地域社会生活など望むべくも

ありません。これは、ロータリーの奉仕を考

えるとき重要な意味を持ちます。倫jfll1連動

の担い手であるロータリアンが、この林檎の

並木道ような道を町に一本でもよい、或いは

村の片隅にでもよいから作ることが出来た

ら、どんなに美しいIKlになるだろうかと思う

のであります。

ロータリーの奉仕とは、このような人々の

意識を育てること、人の心を育てることであ

ります。これが地域社会奉仕の核心にある考・

え方なのであります。地域社会奉ｲﾋを考える

とき、福祉施設に寄付することも大切なこと

であり、また、地域開発のプロジェクトを'７：

ち上げることも結構であります。それらのこ

とは、ロータリーとしては為さねばならぬこ

と、避けて通れないことではありますが、実

は、そこにロータリーの本願は無いのであり

ます。ロータリーの本願は、あくまでもロー

タリアンに奉仕の心を授けること、人の心を

育てることにあるのであります。



６．ロータリークラブとＲ｜との関係

ロータリークラブは、平等対等な人間の集

まりであります。このクラブと、クラブの集

まりである国際ロータリーとの関係は何かと

いうと、これも平等対等なのであります。国

際ロータリー（ＲＩ）がロータリークラブより

も地位が高いのではありません。何故かと言

うと、ロータリークラブは、どこからも一切

の制約を受けない、国家で言えば主権を持っ

た完全な自治剛体であります。そして、国際

ロータリーもクラブと同じく主権を持った完

全な自治剛体でありますから、両者の関係は

平等対等なのであります。

この関係を剛解するには、アメリカ合衆国

の国家組織を考えればよいと思います。即

ち、アメリカ合衆国は、５０の州から成り立っ

ていますが、この州というのは、日本国と同

じく主権を持った独立国家なのであります。

したがって、５０の独立国家が集まって連邦を

構成しているのがアメリカ合衆国なのであり

ます。

ところで、この州と連邦との関係をみます

と、州が連邦より下に位置すると考えると、

独立国家である州の主権がなくなり、州は独

立性を失い国家ではなくなります。これに

反して、州が連邦より上に位置すると考える

と、連邦は、州という独立国家間の条約機構

の下に位置することになり、連邦の主権はな

くなります。

そこで、アメリカ合衆国は、州と連邦とは

対等であると考えて、州の為すべき仕事と連

邦の為すべき仕事とを分けて、州と連邦とで

役割を分担させているのであります。

そして、連邦にはどのような役割がある

か、については、アメリカ合衆国連邦憲法修

７

正第１条第７項にその役割を列記しているの

であります。このようにして、州と連邦と

は、対等な立場に立ってその役割を分担して

いるのであります。

この考え方をロータリークラブとＲＩとの

関係に当てはめると判りやすいと思います。

即ち、クラブは、主権を持った自治団体であ

り、一方、ＲＩも主権を持った自治団体であり

ます。したがって、クラブがＲＩよりも下に

位置すると考えると、クラブの自治権がなく

なり、クラブは独立性を失います。

これに反して、クラブがＲＩより上に位置

すると考えますと、ＲＩの自治権がなくなり、

ＲＩは独立性を失います。

そこで、ロータリーは、クラブとＲＩとは対

等であると考えて、クラブの為すべき仕事

と、ＲＩの為すべき仕事を分けて、それぞれの

役割を分担させたのであります。

そして、ＲＩの為すべき仕事としては、１９２３

年のセントルイスの国際大会の決議第23-34

号に三つの権限だけを規定しているのであり

ます。即ち、

第１は、ロータリーの奉仕理念の追求。

第２は、奉仕理念を全世界に蔓延させる拠点

としてのロータリークラブの拡大。

第３は、全世界のロータリークラブ間の情報

媒介。

したがって、ＲＩは、これ以外の仕事をして

はならないことになっているのであります。

これ以外の仕事は、各クラブの為すべき仕事

でありまして、ＲＩがこれ以外の仕事をする

と、クラブの自治権の侵害になるのでありま

す。



７．ウイリアム・ロビンス国際ロータリ 会長

今年の夏、東京東ロータリークラブの佐藤

千寿パストガバナーにゆっくりとお話を伺う

機会がありましたので、その時の話を紹介し

ておきます。

佐藤パストガバナーがガバナーの時の1974

-75年度の国際ロータリー会長は、ウイリア

ムＲ・ロビンス会長でありました。

そこで、ロビンス会長が来日された時、佐

藤パストガバナーと同期のガバナー達が歓迎

会を催し、慰労の意味を総めて皆で金を集め

て、会長に慰労金を差し出しました。する

と、会長は、その金を受け取って、それを倍

額にして米山記念奨学会に寄付したのであり

ます。これが、日本人以外で米山奨学会に寄

付した岐初の人でありました。

米山記念奨学会というのは、国際ロータ

リーとかロータリー財団とは何らの関係もな

い日本ロータリー独自の教育財団であります

が、ロビンス会長が、何の婚りもなく寄付さ

れたということは、誠に心暖まる話でありま

す。今月は、米山月間でありますので、先ず

このことを紹介しておきます。

ところで、ウイリアム・ロビンス会長のター

ケットは、『ロータリーの精神を奮い起こせ」

RenewthespiritofRotary1でありました。

ところが、佐藤パストガバナーは、この国

際ロータリーの公式の日本語訳は感心しない

が、さればと言って公式訳を勝手に変更する

ことも出来ない。そこで、解釈自由の原則に

より、地区協議会では、このRenewと言う言

葉の解釈に触れて、Reviveという言葉を引合

８

いに出して、「色々塵や垢が積もって埋もれ

ている、そういう隠された真実に光を当て、

掘り起こして活を入れようという意味であり

ましょう。ロータリー原初の純粋な精神に立

ち戻りましょうｊという趣旨の説明をされた

そうであります。

これは、誠に明快な説明であります。ロー

タリーの第一義は、心の開発、即ち、ロータ

リアンが純粋心の世界に立ち帰ることであり

ます。

更に、佐藤パストガバナーによりますと、

神守源一郎パストガバナーは、この公式訳で

は生ぬるいといって『ロータリーの魂を洗い

直せ！』と提唱されたそうであります。これ

もまた、誠にロータリーの本質を突いた怖沢

であろうと思うのであります。

イギリスでは『ロータリーは、人間の塊の

あり方の問題である』とも言われているよう

に、ロータリーは、本来、心の問浬をjE視す

る優れて精神的な渦動であります。

二宮尊徳翁が、『田畑を耕す前に、先ず心の

'11畑を耕せ』と言ったように、ロータリアン

は、諸々の実践活動をする前に、先ず、向ら

の心を洗って、己の足らざるところを他の

ロータリアンに学ぶ姿勢を持つことが必災で

あります。

この意味において、ロビンス会長の"Rencw

theSpiritofRotary1”というターケットは、

ロータリーの核心を突いた誠に素晴らしいも

のであると思うのであります。



８．ロータリーとは？

ロータリーとは何か、と問い掛けられた場

合に、それは、ロータリアンのことではあり

ません。ロータリークラブのことでもありま

せん。国際ロータリーのことでもないのであ

ります。これらは、全て目に見えるものであ

ります。

ところが、ロータリーというものは、目に

見えないもの、即ち、ロータリーと呼ばれる

一定の衝の思想のことなのであります。

では、ロータリーの思想とは一体何か、思

想の実体としてのロータリーとは何か。

1923年のセントルイス国際大会における「決

議第23-34別の冒頭第１項には、「ロータ

リーとは、利己と利他との調和を目的とする

人生の紳予:である」と規定されています。

では、この具体的な意味内容は何か、と言

いますと、クラブ定款第４条の「ロータリー

の綱釧」を！,ILるとその意味内容が自ずから明

らかになるのであります。即ち、

綱領の本文には、ロータリーとは、企業の根

底に奉仕をおくべしとする理想を追求するこ

とを目的とするクラブ活動のことである、と

いう趣旨のことが規定されています。この

『企業の根底に奉仕を置く』というところが

中心概念であります。

ところが、資本主義経済社会においては、

企業の日的は利潤の追求でありますから、企

業の根底には「儲け』があるわけであります。

９

では、ロータリーは、儲けを否定するのか

と言うと、否定はしないのであります。ここ

が大事なところでありまして、もし、儲けを

否定しますと、ロータリーは、訳の解らない

ある種の宗教団体のような、非常に倫理的統

制の強い団体になってしまうのであります。

ロータリーは、企業の根底に儲けがあるこ

とを認めた上で、『それでは儲けとは一体何

か」と考えるわけであります。例えば、百円

の物を仕入れて百万円で売ったとすれば、果

たしてこのような利益をロータリー的な意味

での儲けと呼べるでしょうか。法律的に見れ

ば、これは暴利であります。商人もやはり儲

けなければ幸せな人生を築くことは出来ない

のでありますが、それには限度があって、適

正な利潤を超えて儲けてはなりません。適正

な利潤を超えて商人が儲けると言うことは、

お客様が不幸になることを意味するのであり

ます。したがって、商人は代金（儲け）を受

け取って幸せになるが、お客様もその商品を

買い取って幸せになるという、両者の調和点

が何処かになければなりません。これを抽象

的な表現で表しますと、「利己と利他との調

和｣と言うことになるのであります。『ロータ

リーの奉仕』というのは、実は、このことを

言うのであります。これがロータリー思想の

実体であります。



９．ロータリークラブとは？

1923年のセントルイス国際大会の決議23-

34号は、その第２項において、ロータリーク

ラブとは何をするところか、ということにつ

いて規定しています。即ち、ロータリークラ

ブには４つの機能があります。

1．先ず第１に、一業一会員制をもって選ば

れた良質な職業人であるロータリアンに奉仕

哲学を理解していただく、そのために自己研

讃を遂げていただくことであり、しかも、そ

の自己研鋪はクラブの中で集団的に行うとい

うことであります。

2．第２に、クラブは、職業倫理観というもの

を宣言しなければなりません。

これは、自己研鐙の総和を見るわけであり

ます。即ち、ロータリアンの自己研錨は、い

ずれも職業経験を中心としていますから、職

業観、経営観の改善という形に繋がってまい

ります。そこで、その改善された各会員の職

業観の総和を捉えてみますと、地域社会に存

在する全ての職業に適用せらるべき職業の在

り方というものを宣言することが出来るわけ

であります。即ち、

一人一人は、個別的に自己改善をしますが、

クラブ会員全体の総和を見ますと、ありとあ

らゆる職業に適用せらるべき理想的な職業観

というものを宣言することが出来るわけであ

ります。

実は、これが、1915年にサンフランシスコ

の国際大会で『全分野の職業人を対象とする

ロータリー倫理訓』が宣言せられた原理的な

根拠なのであります。

要するに、ロータリークラブは、職業倫理

訓というものを宣言しなければならないので

あります。

3．第３に、ロータリークラブは、個人奉仕を

提唱しなければなりません。但し、この個人

泰ｲl:は、クラブの事業計画に入らない個人奉

仕、即ち、クラブは一切関知しないロータ

リーに本体的な個人奉仕のことであります。

4．第４に、ロータリークラブは、クラブの珊

業計画に組み込める個人奉仕、並びにIj1体本

ｲ|:を提唱しなければなりません。即ち、

個人的または団体的に、任意の・例を捉え

て、奉仕プログラムの伽lli、立案、実施をし

なければなりません。

そして、そのブﾛダﾗﾑは､ｸﾗプの内に

おいては、ロータリアンの自己改蒋の櫛と

し、クラブの外においては、地域社会の人述

の公徳心を高揚せしめる契機となるようなも

のでなければならないのであります。

このような目的がなければ、ロータリーの

本ｲﾋには、なり得ないのであります。以上

が、ロータリークラブというものの機能の概

要であります。

－１０－



10．国際ロータリーとは？

1923年のセントルイス国際大会の決議23-

34号は、その第３項において、国際ロータ

リーとは何か、ということについて規定して

います。即ち、国際ロータリーは、全世界に

存在するロータリークラブの連合組織体であ

り、その機能は３つであります。これ以外の

機能はありません。３つしかないのでありま

す。

1．先ず第１の機能は、奉仕理念の追求とそ

の提哨であります。国際ロータリーのなす

べき仕覗は、世界中にロータリーの奉仕の理

想をｲj:きわたらせるために、ロータリーの奉

仕理念を追求し、それを提唱することであり

ます篇，

では、具体的には、国際ロータリーの誰が

恭仕理念を追求するのか、と言えば、国際

ロータリーの地区内における役員は、ガバ

ナー・人だけでありますから、ガバナーが奉

仕珊念の追求をするのであります。つまり、

比峨的に言えば、ガバナーは、仏教で言うと

ころの菩薩であれ、ということであります。

2．第２の機能は、ロータリーの拡大であり

ます。ロータリーの奉仕の理想を世界中に行

きわたらせるために、世界中の地域社会に

ロータリークラブを作って行こうということ

は、国際ロータリーの直接関心事でありま

す。まさに、その目的のために国際ロータ

リーが出来たのであります。したがって、

国際ロータリーの役員であるガバナーは、各

クラブに対してロータリーの拡大を強く要請

するのであります。

3．第３の機能は、情報媒介機能でありま

す。国際ロータリーはザ世界中のロータ

リークラブの情報を共通にプールして、賢明

な情報を他のクラブに伝えるのであります。

これは、ガバナーでなければ、果たすことの

出来ない機能なのであります。

以上を要するに、国際ロータリーの機能

は、この３つだけであります。したがって、

この３つの機能の中に奉仕の実践は含まれて

いませんから、国際ロータリーは、奉仕の実

践を絶対に行ってはならないことになるので

あります。

ところが、時として、クラブでは大したこ

とは出来ないから地区で奉仕の実践をしよ

う、と考える人が居ます。しかし、地区とい

うのは、国際ロータリーの組織そのものな

のであります。したがって、国際ロータ

リー即ち、地区は、絶対に奉仕プログラムの

企画、立案、実施をしてはならないことにな

るのであります。

但し、この原則には、ただ一つの例外があ

ります。それは、consensusのある場合は、こ

の限りではないということであります。

consensusというのは、クラブの方から主体的

に運動が盛り上がり、地区内全クラブの意思

が合致した場合には、地区は、情報媒介機能

の上に乗つかって奉仕の実践をしてもよろし

い、それとドッキングしてもよろしい、とい

うことであります。

－１１－



11．ロータリーの奉仕とは？

1923年のセントルイス国際大会の決議23-

34号は、その第４項において、ロータリーの

奉仕とは何か、ということについて規定して

います。即ち、

ロータリーの奉仕とは、単なる心の状態に

尽きるものではない、つまり単なる精神状態

の問題ではなくて、実践に至って初めて客観

化される行動の哲学のことを言うのでありま

す。この言葉は、何を意味するのかと言う

と、精神と実践との調和、即ち、実践できな

いことは口にするな、ということを説いてい

るのであります。

このことを提案したのが、1914年の国際

ロータリー会長であった弁護士のフランク・

マルホランドでありました。

彼は、地方の弁護士として、功成り、名遂

げたあとで、身体障害者養護学校設立の運動

に身を投じます。そこで、彼が、嫌と言うほ

ど味わった苦い汁は、「ロータリアンは、例会

を通じて心が磨かれると言って奉仕を説く

が、口ほどには金を出さない」と言うことで

ありました。

マルホランドは、儒教の朱子学と同じよう

に、実践の出来ないことは、口にするな、実

践をして初めて心の状態が判る、と考えたの

であります。

『ロータリーの理論は正しい。しかし、そ

の最大の欠点は、口先だけで実践を伴わない

二重人格者を作ってしまうことである◎した

がって、ロータリーは、必､ずしも金を出せ、

と言っているわけではない。しかし、出さな

ければならないものについては、財布のひも

をゆるめなければ、口先だけのことになって

しまうではないか。したがって、実践の出来

ないことは、一切口にするべきではない」こ

れが彼の基本的な考え方であり、決議23-34

号第４項の意味するところなのであります。

この第４項で注意しなければならないの

は、ただ実践すればよい、とは言っていない

のであります。『理論から始まって実践に至

るべし」即ち、理論の婆付けのない実践は、

方向舵のとれた飛行機のようなものであっ

て、奉仕の実践にはならない、ということも

また言っているわけでありまして、ただ間斐

に実践すればよい、ということではないので

あります。

それと同時に、いかに尚遜な理論を説いて

も、それが実践されなければ、それは、絵に

描いた餅、燃えない石炭のようなものであり

まして、ロータリーの奉仕とは言えないので

あります。このようにして、マルホランド

は、ロータリーにおける川論と実践との洲和

を説いたのであります。

この規定は、初期ロータリーが、1927年、

基本的な原理形成を終えて、実践のロータ

リーに変身する根拠となった国際大会の決議

でありました。

－１２－



12．ロータリークラブと国際ロータリーとの関係

ロータリークラブも国際ロータリーも共に

自主独立性をもった自治団体であります。し

たがって、双方が互いに自主独立性を主張す

ると衝突します。つまり、一方を立てると他

方が立たず、他方を立てると一方が立たない

という関係にありますから、これをどのよう

に調和させるかということが問題になりま

す。

これは、法的には、国際ロータリー定款第

３条の直接監督権と標準ロータリークラブ定

款第９条の絶対的自治権とをどのようにして

調和させるかの問題でありまして、この問題

を解決したのが、1923年のセントルイスの国

際大会の34号決縦でありました。

この決議は、鮒５項において、先ず、各

ロータリークラブは、絶対的な自主独立性を

もっている、即ち、絶対的な自治権を持って

いる、ということを規定しています。つま

り、標準クラブ定款第９条が中心であるか

ら、各ロータリークラブがあって始めて国際

ロータリーがある、という考え方でありま

す。これは、無条件絶対であり、一切の但し

書きはありません。そしてこれは、国際大会

の決議によって認められている定款上の大原

則なのであります｡

その内容は、国際ロータリーは、如何なる

奉仕活動についても、各ロータリークラブに

対して、積極的又は消極的に命令する権限を

有しない、というものであります。積極的と

は或る事を為すべし、消極的とは或る事を為

すべからずの意味であります。

ところが、この考え方を貫きますと、国際

ロータリーの直接監督権に基づく指導・助言

を与える立場というものが原理的に全くなく

なってしまうことになります。

そこで、1922年の国際大会の決議によって

認められた国際ロータリーの直接監督権とク

ラブの絶対的自治権との調和をどのようにす

ればよいか、という問題になるのであります

が、決議23-34号は、ここにロータリーの奉

仕哲学を一枚入れてくるのであります。

要するに、これはロータリークラブの自主

独立性と協調の問題であります。即ち、自主

独立性を実質的に育てるためには、自主独立

性を主張する者が、謙虚に頭を垂れて、周囲

の人に学ぶ姿勢をもたなければなりません。

したがって、各クラブは、国際ロータリーか

ら出される指導と助言及び他クラブの経験に

ついて、謙虚に頭を垂れて学ぶ姿勢をもたな

ければならないのであります。この姿勢を持

てば、クラブの自主独立性は無限にわたって

発展できるのであります。したがって、国際

ロータリー定款第３条と標準クラブ定款第９

条の規定とは、実体論理の世界では矛盾する

ものではないということになるのであります。
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13．ロータリーの団体奉仕の準則

決議23-34号第６項は、団体奉仕の準則を

規定しています。第１項から第５項までが総

論に当たる部分であり、この第６項が各論に

当たるわけであります。

以下には、規定の文言の順序ではなく、原理

的に順序立てて解説をします。

１．先ず第１に、社会のニーズを調べること

であります。ニーズの無いところに奉仕の実

践はあり得ないからであります◎

2．第２に、社会のニーズがあっても、それに

ついて専門事業団体がある場合には、クラブ

はその事業を起こしてはならないのでありま

す。例えば、ローターアクトのニーズがあっ

ても、それと同種の青少年団体があれば、

ローターアクトを作らずに、その団体を援

助・育成するようにしなければなりません。

3．第３に、社会のニーズがあり、専門事業団

体が無い場合でも、クラブの財源に不当な負

担を与えるようなプログラムを組んではなり

ません。これはニコニコ箱の限度でやれ、と

言うことであります。

ニコニコ箱の限度では出来ないときにはど

うするか。その場合は、個人奉仕でやればよ

いのであります。団体奉仕は、元来、ロータ

リーに本質的な奉仕ではありません。個人奉

仕が本質的な奉仕であり、ロータリーの奉仕

の本来の姿であります。個人奉仕は、団体奉

仕より遥かに大きな仕事が出来るのでありま

す。

4．第４に、社会のニーズがあり、専門事業団

体がなく、且つ、クラブの財源に不当な圧迫

を加えない場合に限り、クラブの団体財源を

もって専門事業を起こしてもよいのでありま

すが、但し、クラブがその管理椎を握っては

ならないのであります。何故ならば、クラブ

は継続的な管理能力持っていないからであり

ます。

5．第５に、汁は、ＰＲをしてはならないこと

になっていたのでありますが、その後、適

正なＰＲはしてもよい、と高うことになりま

した。

6．第６に、個人奉仕がロータリーの本体的

奉仕であることを忘れてはなりません。

7．妓後に、以上のように、｜､)1体雅仕は、川来

るだけ単事業年度に終了するものを選ぶこと

が望ましいと言うことであります｡

その理111は二つあります。・つは、受茄荷

の側の「馴れ」の現象であります。

例えば、禍祉施設に毎年１０ﾉjlll寄付してい

ると、岐初は感謝していても、やがて、ロー

タリーさん今年も１０万円ですかと高うように

なります。

もうつの理由は、剛体本ｲ|:の財源は、ニ

コニコ箱の金が引き当てになりますが、無赦

にあるニーズの中の一つにだけ征年寄付をす

ることは、他のニーズを待たせることにな

り、他のニーズを泣かせることになるからで

あります。
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平生会長は、席がないので末席に座りまし

たが、開会のベルに立ち上がって、～

「今日は､わがクラブに共産党の如きもの蜂

起し《会長の席を奪われたが§会長としての

職権は放棄しない』と宣首して例会に入った

のであります。ノ峠

やがて､,スープが出ると、これが実は紅茶

だったという茶目振りを発揮した例会であり

ました。勿論、文句を言う者もなく、;爆

笑々々のうちに定刻になり《皆は散って行っ

たのであります．

当時の公貝数70名、出席省50名といった頃

のことでいこういう無邪気な企みが和気調々

のうちに通るクラブの雰囲気でありました。

東京ロータリークラブはアメリカはじめ

先雅クラブに負けてはなるまいというので;：

例会の運営も本場通りに整え、英文の週報を

外国に送ったりして、いち早くその存在を認

めさせました。言わば､うまく外形を整える

ことを先にしたのでありますが、》

大阪ロータリークラブは、創立当初からク

ラブ親睦を大切にし、ロータリーの精神であ

る奉仕の理念やクラブの規則通りの運営など

を､当時の日本の実情に調和させようと努力

し、いち早くロータリーの定款を翻訳仏旧

本語の大阪クラブLの歌を作ったり､|口岸タ

リー小唄を作ったりしているのが特徴的であ

ります｡‘＜いい

昭和2年４月１日の大阪ロータリークラブの

例会の模様をご紹介します。これは、大阪

ロータリークラブ50年史101頁に記されてい

る物語であります。即ち~…

会員達が例会場へ行ってみると、正面受付

に、墨痕鮮やかに「本日臨時休会」と書いて

ありました。会員に予め通知もなく休会と

は、一体どうしたことかと、一旦頂けた帽子

を受け取ってﾙﾎI)かけた人もありましたが、

これを物陰から伺って‘悦に入っていたのは、

ほかならぬ村川省蔵さん。い）

＊この人は後に昭和8年から2年Ⅲ日本の

第３代'1ガバナーを務めた人。ハエ

おまけに控え室の椅子まで取り払って、

AprilFooIと大苫した紙片を床の上に撒き散

らし、公興来たれと、待ち構えていたのであ

ります。

史に､ボーイまで抱き込んで、I.どうして休

会になったのか』と尋ねる会員に、「何でも会

長が昨夜急病で亡くなられたそうで」と答え

させる徹底さでありました。

堤にかかった会員達は、最初は驚きまし

が、そこは流石にロータリアン、ハツと気づ

くと、今Ｈは４月１日、AprilFooldU

『何だ､ハイカラ共の化かし合うＲか』と気

づいて例会場に入ってみるとざ会長席には、

会長ならぬ土屋大夢翁が倣然と構えている。

＊この人はジャーナリストで､１時の大阪時

事新聞の主幹でありました。
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15．鏡の前の外科医

『鏡の前の外科医』という名著があります。

これは、昔、イタリア国立連合病院のエンリ

コ・ジュッポーニ博士が出版された著書で、

感動を覚える著作であると言われておりま

す。

それによると、何処の病院でも手術室には

いる前に消毒室があります。その消謙室の壁

には、大きな鏡が取り付けられています。

医師は、手術室に入る前に、必ずここで手

を洗い、手の消雄をします。鏡の前に立った

外科医は、鏡の中に映し出された自分の目に

問いかけます。

『今から行われようとしている手術は、人道

に反していないか。良心に惇らないか。己の

全能力を発揮できるか」を確かめるのであり

ます。

その後で、静かに手術室に入ります。そし

て、手術が終わり、最後の縫合が行われると、

外科医はもとの消毒室に戻り、手術衣と手袋

を脱ぎ、マスクをはずしてから、再び鈍の前

に立つのであります。

何故、鏡の前に立つのでしょうか。身噌み

をするためではありません。外科医は、今

行ってきた手術の批判を、鏡の中の自分の目

に問い乱すのであります。

鏡の中の目から、『手術は正しく行われた

か。全力を発揮できたか。全て良心的に行わ

れたか」と反省するのであります。鏡は、一

瞬にして全てを表します。鏡は冷たく、隠蔽

することを知らないのであります。

この話は、昔、四国高松の故三宅徳三郎パ

ストガバナーが、自分一人の理想として長い

間誰にも話さず胸に収めて来られた述懐であ

ります。

「自分は「鏡の中の外科医』のように、「鏡

の前のロータリアン」でありたいと念願して

既に三一|･有余年になる」と述懐しておられる

のであります。

これは、自分の職業の尊厳を顧みて、’'1ら

がこれに忠実であろうとする職業奉仕の兇猟

な実践例であります。

元来、医学は、’''11t神学から分かれたもの

であって、最初は、聖職者が司っていたもの

であり、その神学から専門分化によって陛学

が分化し、法学が分化して、岐後に桝‘，j::が

残ったのであります。このような沿砿があり

ますから、神学、医学、法学の三職樋は聖職

者の流れを汲むだけに、自らを省みる１１が．

段と厳しいのであります。

そして、このことは、実業家も、利L』′と利

他との調和を目指す点で何ら異なるものでは

ありません。私達は、今一度、自らを謙虚に

省みて、自分の心を磨き、自分を高めること

によって職業社会に奉仕するという職業奉仕

の原点に立ち帰り、「鏡の前の外科医』のよう

な先輩に学ぶ必要があるのではないかと思う

のであります。
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１６．イニシエーション・スピーチ

InitiationSpeechというのは、会員がクラ

ブに入会した時に行うスピーチでありまし

て、これは、会員が職業分類によって示され

た自分の職業を営むに当たって、どのような

職業観乃至経営哲学を形成するに至ったか、

ということを、同僚の会員に対して開陳する

ものなのであります。

元来、ロータリークラブというのは、地域

社会に存在する全ての職種の横断面を捉え

て、一つの職種から一人だけ会貝を選ぶとい

う･業・会則|illの原則によって構成せられて

いるものでありまして、この故に、ロータ

リークラブというのは、職業分類クラブ

（Classificationclub）であると言われている

のであります。

したがって、InitiationSpeechというのは、

ロータリークラブが職業分類クラブであるこ

との》'1然の１１｝結でありまして、会員は、職業

人としての所偏を披溌しなければならないの

であります。その内容は、

『''1分は、今まで斯く斯くの職業を営んで来

て、今般、ロータリークラブに入会させて頂

いたが、その職業を営むについては、斯く斯

くの職業観．経営哲学を持っている。至らな

いところは教えて頂きたいと思うし、これか

ら仲良くお付き合いを願いたい」

と言うだけのことでよいのであります。

現在のInitiationSpeechというのは、新入

会員が、長々と自分の履歴を喋って居るのが

通例でありますが、ロータリークラブが職業

分類クラブの性格を持っていることを考えま

すと、これは、肝心なところを忘れているも

のと言わなければならないのであります。

実は、1905年３月23日に開催されたシカゴ

ロータリークラブの創立総会において、クラ

ブの初代会長SylvesterShieleが、この創立総

会の日を記念して【石炭業界の展望に就いて】

というテーマでスピーチをしているのであり

ます。

これがロータリーの慣例の中における

InitiationSpeech第１号であります。もっ

とも、この当時は、親睦だけの所謂原始ロー

タリーでありましたから、未だ『奉仕」と言

う概念はありませんでしたが、ロータリー運

動の中におけるInitiationSpeechの位置づけ

を正しく示しているものと言えるのでありま

す。

因みに、SylvesterShieleは、職業分類は石

炭商であり、大変世話好きな職業人でありま

して、終生ロータリー運動の発展について深

い関心を持っていた人であり、常にポール・

ハリスの良き相談相手であったと言われてい

ます。二人の墓も並んで建っているのであり

ます。
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１７．ロータリーのモットー・その１： 一U一

今年の規定審議会には、Ｊ１HelProfitsmost

whoservesbestI,「奉仕に徹するものに股大

の利益あり」というロータリーのモットーを

廃止しようという提案が１５件も出されていま

す。そこで､このモットーについて考えてみ

たいのであります。

このモットーは、Ａ・Ｆ４シェルドンが

1911年ポートランドの全米ロータリークラブ

連合会第２回大会において発表したものであ

りますが、シェルドンがこの言葉を発表する

前に考えていたことは、利己と利他との調和

ということでありました。

では、利己と利他との調和というのは、典

体的に嵩えばどのよう|なことなのか？'悼琳

ロータリーの綱領は、ロータリーは企梁の

根底に奉仕を置くべしと規定しています。

しかし、資本主義社会においては〆企業の目

的は､』利益の追求であI)ますから、企業の根

底には儲けがあるわけであります。

では、ロータリーは、儲けを否定するのか、

と言うと、否定はしないのであります。ロー

タリーは、企業の根底に儲けがあることを認

めた上で、それでは儲けとは一体何か、と考

えるわけであります。

例えば、１００円の物を仕入れて１００万円で

売ったとすれば、そのような利益をロータ

リー的な意味での儲け、利益と呼ぶことが出

来るでしょうか。

法律的に考えれば、これは正に暴利であり

ます。商人もやはり儲けなければなりません

が、それには限度があって、適正な利益を超

えて儲けてはならないのであります。

したがって、商人は､適正な利益＝儲けを

得て幸せになりますが、客もその商IY1を買い

取って幸せになると言う両者の調和点が何処

かになければなりません。

これを抽象的な表現で表すと、【利LLと利

他との調和】ということになるのであります。

いつもその調和を求めていくと、・つの取りＩ

を通じて、Ｎに兄える【1部ilIと金銭の交換】

だけでなくＩⅧ1に兇えない【満足と感謝の交

換】、つまりおＩI:いに小さなｲ訓州l係を交換

するようになるのであります。

商人は、》'1然利益を追求しなければなりま

せんが、しかし、利益というものは、働いた

結果の問題でありますから、その限りにおい

ては、利益のことを第一に考えてはならない

のであ')まして、【利己と利他との洲11】ｌ１ｌｌ

ち、奉仕第一に考えなければならないが、し

かし、この考え方で仕事をすれば、結果的に

は、一番儲かることになるとＡ、Ｆ・シェル

ドンは考えたわけであります。

彼は、この考え方をwHeprofitsm()ｓｌｗｈ(）

servesbest1'｢泰ｲI:に徹するものに岐火の利雑

あり』と表現したのであります。
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１８．ロータリーのモットー・その２

ロータリーのモットーの一つである'lHe

profitsmostwhoservesbest',『奉仕に徹する

ものに岐大の利益あり』というのは、この

モットーの提唱者であるＡ、Ｆ・シェルドン

によれば、【利己と利他との調和】即ち、奉仕

第一の考えﾉjでやれば、結果的には、一番儲

かることになるのである、と言うのでありま

す。

これは'''11《|の,I｢典「易維」の『積善の家に

余慶あり』と多少似たところがありまして、

利LLと利他との調和、即ち、職業の倫理を

もって社会的黄征の遂行をすれば、このよう

な職業人に損をした人はいない、とシェルド

ンは言うのであります。

しかし、この『縦は、色々と函を受けま

した。味仕をill:にして儲けを釣る』とか、

色々な号･えﾉjがあって、非常に方便的な衣現

でありますから、これはロータリーの精神を

,jくすものとしては、クｌｌ何なものか、という縦

耐がありましたく，

この談論は、肝、ヨーロッパ系のロータリ

アンの側からも出ており、Ｈｲ蔦のロータリア

ンの中にもかなりあるのであります。

しかし、シェルドンが、この言葉を作った

ときに、彼が本､11にそのような方便的なこと

を考えていたのであれば、批判されてもよい

と思います。しかし、彼は、そのような方便

的な考え方は、・切持っていなかったのであ

ります。

彼は、どのようなことを言ったのか？と言

いますと、彼が言うのは、

r0Heprofitsmostwhoservesbestmという

のは、利己と利他との調和とは言うが、

調和できるのは神様の世界であって、人間の

世界では何処まで行っても調和出来るもので

はない。もし調和できるとすれば、それは宗

教の世界であり、悟りを開いた聖者の世界で

ある。

ところが、ロータリーは宗教ではない。し

たがって、聖者にはならなくてもよい。しか

し、聖者になることを毎日念願しながら、日

常生活を営み、自己研錨の努力をすればよい

のであって、【利己と利他との調和】と言うの

は、あくまでも【念願の世界】であって、【実

現の世界】ではない。したがって、【利己と利

他との調和】を念願しながら、それを少しで

も早く実現出来るように、例会で自己研錨を

遂げる、自己改善をする、このような努力を

して、企業管理をしている人に、損をした人

はいない、必ず儲かる、とシェルドンは言う

のであります。

要するに、ⅢHeprofitsmostwhoserves

best叩と言う言葉を【利己と利他との調和】で、

即ち、奉仕の精神で企業経常をしている人に

損をした人はいない、と訳すと、シェルド

ンの考え方をうまく表現できると思うのであ

ります。
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19．ロータリーのモットー・その３

ロータリーのモットーである”Heprofits

mostwhoservesbestw｢最もよく奉仕する者

は、最も多くの利益を得る」という言葉を、

【利己と利他との調和】の考え方で、即ち、

奉仕の精神で企業経営をしている人に損をし

た人はいない、と訳すと、このモットーの提

唱者であるＡ、Ｆ・シェルドンの考え方をう

まく表現できると思うのであります。

ただ、しかし､一つ風ｳ§予想されます。

即ち、

'1Heprofitsmostwhoservesbestmの翻訳と

しては、一つだけ'lmostmという言葉が抜けて

いるのではないか。『最もよく』という言葉

を、単に『損をした人はいない』と訳したの

では、これは防衛だけであって、「最もよく』

が出て来ないのではないか、という反論であ

ります。これは尤もな談論であります。

そこで、これは一語では表現できないの

で、表現を補充しなければなりません。

即ち、「奉仕の精神で企業経営をしている人

に損をした人はいない。そればかりか、我利

我欲で企業経営をする人よりは、遥かに多く

の利益を得る結果となる」と。

実例を挙げておきます。

『私は、自分の利益を考えないで、お客さん

のことばかり考えて働いていたら、お客さん

の数が３倍に増えた。したがって、私はmHe

profitsmostwhoservesbestwという言葉を

体験的に理解することが出来るようになっ

た』

という人が、小売業者の中から出ているの

であります。

また、歯科医師からも事例が出ています。

この先生は、患者を診たときに、この人を治

療したら幾らになるか、ということを、必ず

頭の何処かで考えたと言います。

ところが、ロータリーに入って奉仕哲学を

勉強してからは、そのような考え方が消えて

しまって、「どうしたら、この人の苦揃を和ら

げて、治療燐を安くすることが出来るか』と

いうこと-．ｆｋ懸命考えるようになったと『;う

のであります。すると、患者が増えて期えて

困るようになったと占う報告例が出てAI+るの

であります。

したがって、【利己と利他との識Ⅱ】をﾉ１１§に

して考えると、州をした人はいない｡更に、

我利我欲で粍常をしている人よりも、遥かに

多くの利益を得ることになる。

このモットーは、このような意味を持って使

われたのであろうと思うのであります。

なお、このprofitsと言うのは、精神的な利

益を意味するのか、物質的な利益を意味する

のかと言う議論があります。これは、初期

ロータリーの世界でもかなり議論があったと

ころであり、現在も意見の分かれるところで

あります。以下次号に。
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その４20．ロータリーのモットー・』

ロータリーのモットー，'Heprofitsmost

whoservesbest'，『最もよく奉仕する者は、最

も多くの利益を得る』というのでありますが、

このprofitsというのは、精神的な利益を意味

するのか、物質的な利益を意味するのかとい

う議論があります。

これは、初期ロータリーの世界でも、かな

り縦論のあったところでありまして、その時

に、これは精神的な利益の事をいうのであ

る、という人に対して、シェルドンは、

『述う。儲かるという意味である。これは、

金額をもって示すことが出来るものである』

と言っているのであります。

したがって、精神主義省の側からすると、

シェルドンは、評判が悪いのであります。し

かし、シェルドンの気持を誤解してはなりま

せん。

彼は、【利己と利他との調利】企業管理者と

しての社会的責任の遂行、この原則を第一義

にしていくと、その限りにおいて、儲けなど

ということは、第一:次、第ｉ次のことではあ

るが、結果的には儲かってしまう、と言うの

であります。

この点についてポール･ハリスは、その著:書

【ロータリーの理想と友愛】の'１１で、次のよ

うに述べています。

『最もよく奉仕する者は、肢も多くの利益を

得る、という標語は、世俗的に過ぎないかと

いう非難もある。また、シェルドンがこの思

想の中に観念した報酬とは物質的なものか、

精神的なものか、と問う人がある。

著者の信ずるところによれば、シェルドン

は、彼自身に関する限り、所謂、精神的報酬

に主眼をおくものである。

しかし、彼の目的は、最大多数の人々に最

大限の幸福をもたらす事にあって、その最大

多数の人々は、物質的利益に多くの関心を持

つということを彼はよく認識していた。した

がって、利益の生み方を正しいものにするよ

うに努力したいと考えた。火力が強ければ強

いほど熱度は高い。サービスが大なれば大な

るほど利得は多いと主張したのである」と。

したがって、ポールハリスは、『著者の信

ずるところによれば、シェルドンは、彼自身

に関する限り、所調、糟神的報酬に主眼をお

くものである」と言って、シェルドンとは、

若干ニュアンスが異なりますが、結論として

は、『シェルドンは、鮫大多数の人々は、物質

的利益に多くの関心を持つものであることを

よく認識していたから、サービスが大なれば

大なるほど利得は多いと主張したのであるｊ

として、シェルドンが物質的な報酬に主眼を

おくと主張したことに同調しているのであり

ます。
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21．ロータリーのモットー・その５

シェルドンのilHeprofitsmostwhoserves

best川というモットーと時を同じくして、１９１１

年アメリカ・オレゴン州ポートランドの全米

ロータリークラブ連合会第２回大会において

相次いで発表されたモットーに'１Service，

Notself'があります。

これは、ミネアポリスロータリークラブの

初代会長BenjaminFranklinCollinsが提唱し

たものでありまして、ロータリーの奉仕とい

うのは、"Service，NotselfI即ち、自己を滅却

して、神の司る宇宙の秩序体系の下に帰依す

ることであると説いたのであります。これは

中世キリスト教神学の思想以外の何物でもな

い優れて宗教的な思想であります。

これに対して、シェルドンの‘iHeprofits

mostwhoservesbest川は、世俗的な実業倫理

の概念であります。したがって、この二つの

モットーは、Serviceという同じ言葉を使っ

ていても、意味内容が全く違うのであり、楼

んでいる世界が異なるのであります。即ち、

一方は、宗教の世界であり、他方は、実業倫

理の世界なのであります。

ところが、この二つのモットーが発表され

た当時のロータリアン達は、このことに気付

いていなかったのであります。そこで、これ

は素晴らしいモットーだというので、決議委

員長のピンカムJamesPinkamが、この二つ

のモットーをロータリーの公式標語として採

用しようと提案して、これが議決されてし

まったのであります。

ただ、議決はしましたが、当時の大会決議

は、全米のロータリークラブに対して拘束力

を持っていませんでしたので、1950年のデト

ロイト国際大会の決議をまって、’IService

aboveself'と変えられた形で、”Heprofits

mostwhoservesbest"と共にこの二つの標

語がロータリーの公式な標語として採択され

るに至ったのであります。

では、何故、”Service，Notself'がiService

aboveself1になったのか？

''Service，Ｎｏｔself'は、求教の'1t界にある概

念でありますが、ロータリアンは職業人とし

て、厳然と自我selfをもっています。これを

Notself即ち、自我を否定するのはおかしい

のではないか。したがって、’21ＬＬ否定ではな

くて、自我の上に、即ちaboveselfで本ｲ|:を考・

えるべきであるというので、1920ｲ'１噸（Ili碓

な年月は不明確であります）シェルドンに

よって'IServiceaboveself,と変えられたので

あります。

では、何故、１０年間も変えることが出来な

かったのか？

それはBenjaminFranklinCollinsがあまり

に偉大なロータリアンであったことと、

BenjaminFranklinCollins以降、ロータリー

の代表的な指導者には、"Service,Notself1の

世界に生きた人が多かったからでありました。
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『クラブ奉仕」～クラブ自治権の確立～ 深川純一

今、ロータリーは、創立１００周年を迎えようとし

ています｡そこで､今日は､ロータリーの歴史の一

端を振り返り、主としてクラブ奉仕について､その

原理の世界を眺めてみたいと思うのであります。

先ず、歴史の話から入ります。

ポール・ハリスがロータリーを創立した1905年

から1927年までの約20年間のロータリーは、正に

原恥探求のロータリーでありました。即ち、ポー

ル・ハリスを始め初期のロータリアン達は、ロータ

リーとは何か、と高う視点から、ロータリーの原理

の探求に心血を注いだのであります。

先ず､1908年､ＡＦ､シェルドﾝによるE厩Fim

惹而iimﾆその提唱があり、

1910年、》'1時全米に存在した16のクラブによる

全米ロータリークラブ連合会の没立。

1915年、サンフランシスコのlIil際大会における

『令分野の職莱人を対象とするロータリー

倫jJl馴」別名『ロータリー道徳律jの採択

によって、〔W詞Iﾗ両画され、

1921ｲド、第一･次1M:界大戦を契機として、スコット

ランド・エディンバラの|玉l際大会において

雁砺罫珂而厩母ｳ§確立されました｡次い

で、

1922年、ロサンゼルスの国際大会において、国

際ロータリーの定款･細則及び標準ロータ

リークラブ定款の採択によってロータリー

の願翻り雨而蔽'され､更に

1923年、セントルイスの国際大会において、奉

仕の実践に関する決議23-34号の採択

によってロータリーの庚厩原諏ﾗF1､罰さ

れたのであります｡そして、

1927年、国際ロータリーは、今日の４大奉仕部

門を確立して、従来の原理探求のローダ

リーから実践のロータリーへ入っていった

のであります。

このようにして、初期ロータリーが様々な原理

を確立したことによって、ロータリーは1940年まで

隆々として栄えたのであります。

しかし、1945年、第２次世界大戦の終結後、

ロータリーの衰退が始まったと言われているので

あります｡{旦し、１１本のロータリーは、戦後、１９６０

年（昭和35年）まで原理探求のエネルギーは衰

えなかったのであります。

なお、ここにロータリーの衰退というのは、ロー

タリアンの数の減少のことではなくて、原理的な

ロータリー連動の衰退の意味であります｡ロータ

リー運動がマンネリズムに陥って衰退していった

のであります。

そして、1980年には、1915年のサンフランシス

コ国際大会において採択された【全分野の職業

人を対象とするロータリー倫理訓】別名【ロータ

リー道徳律】が廃止になり、1915年に確立された

胴~うて而諏i而腰|が失われるに至ったのでありま

す。

更に、1990年を越えると、国際ロータリーに

よって人道主義的団体奉仕が強調され、ロータ

リー本来の奉仕である個人奉仕、ことに職業奉

仕や社会奉仕が軽んぜられるようになったので

あります。

そして、遂に、2001年の規定審議会におい

て､一業一会員制の原則という腫諏赤園ｳ輔壊

し、今やロータリーは、ロータリー本来の姿を失っ

てしまったかに見えるのであります。

今日、国際ロータリーが強調しているのは、会

員増強とロータリー財団の寄付、そして人道主

義的な団体奉仕事業であります。
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会員増強については、戦後、順調にロータリ

アンは増え続けましたが、これも２１世紀に入ると

減少しはじめており、数の上でもロータリーの衰

退は止まらないのであります。

しかし、今、ロータリー創立１００年を迎えるに

当たって最も大切なことは、会員を増強すること

ではありません｡ロータリー財団の寄付額を増や

すことでもありません｡それは、地区内各クラブ

の自治権を確立することであります。何故かと言

うと、今、クラブ自治権は、崩壊の危機に瀕して

いると思われるからであります。

一昨々年、2001年度の規定審議会において、

従来、ロータリーの魅力の核と言われた一・業一

会員制の原則が否定され、更に、標準クラブ定

款に抵触するクラブの設立が容認されるなど、

正に驚天動地の現象を見ても、会員の増強、

ロータリー財団の寄付、そして、人道主義的奉

仕などが前面に押し出され、クラブ本来のあり

方、即ち､匡弓ｦ-百~語洞ｳ§忘れられているかに

見受けられるのであります。

房ｦ;~百需稲というのは、ロータリアンが、自

分達のクラブは、自分達で自主的に管理する、

と言うことであります｡平たく言えば、「自分達のク

ラブは、自分達で守る」ということであります｡こ

れはロータリークラブ存立の基本前提なのであり

ます｡したがって、クラブ自治権を確立しなけれ

ばなりません｡そのためには、何を為すべきか。

答えは一つ｡クラブ奉仕に徹することであります。

厩亨ｦ塞田と言うものは、ロータリーの奉仕の

基本類型であります。

今から約25年位前までは、「ロータリーのロータ

リーたる所以は、職業奉仕の実践にあり』と言うこ

とを耳にタコが出来るほど聞かされたものであり

ます。

しかし、ロータリーの奉仕の基本類型を原理

的に分析しますと、「ロータリーのロータリーたる

所以は、職業奉仕の実践にあるのではなく、クラ

ブ奉仕の実践にある』と言うことが判るのでありま

す。

実は、ロータリーのロータリーたる所以は職業

奉仕の実践にあり、と言う言葉は、ライオンズクラ

ブ、キワニスクラブ等のアメリカ系奉仕クラブに

職業奉仕の概念がなく、ロータリーのみにある独

自の奉仕類型であるという点を捉えて、誰言うと

なく感覚的に唱えられ出した言葉だったのであり

ます。

元来、ロータリーの原理というものは、クラブ例

会を'''心にして、その内と外に分けて分析する

ことが出来るのであります｡即ち、

先ず、クラブの内では、ロータリアンが親膝の

内に自巳研錨・切嵯琢膳して樵ｲ|:の心を作るの

であり、このクラブの内なるｲ雲ｲ|:をクラブポイ|:と

筒うのであります。

そして、クラブ例会を軒歩外へ川ると、そこは

奉仕の実践の場であり、本ｲ|:の心をロータリアン

の生活万般に適用することを泰ｲl:の災践と詩う

のであります｡即ち、

奉仕の心を職業生活に適用すれば職業奉仕

となり、家庭生活、社会生活に適川すれば社会

奉仕となり、そして、国際社会ﾉＭ１１ｉに適川すれ

ば国際奉仕となるのであります。

要するに、クラブの中では黍ｲ|:の心を作る。こ

れがクラブ奉仕であり、クラブの外では奉仕の

心の適用として、職業奉仕、社会奉仕、国際奉

仕が実践されるのであります。したがって、ロータ

リーの奉仕類型の中では、親睦の内に奉仕の心

を作るクラブ奉仕が奉仕の基本類型なのであり、

職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕等の奉仕の実

践は、その反射的効果に過ぎないのであります。

したがって、原理的には、「ロータリーのローダ
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